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昭
和
四
十
四
年
度
予
算
編
成

投
資
的
経
費
の
充
実
へ

予
算
額
約
十
二
億
九
千
万
円

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
予
算
編
成
は

市
長
の
査
定
が
終
わ
り
、
現
在
財
政

課
で
調
整
事
務
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
最
近
の
地
方
財
政
全
般
の
状

況
を
見
ま
す
と
、
い
く
ら
か
好
転
し

つ
N
あ
る
よ
う
で
す
が
、
国
家
予
算

と
同
様
義
務
的
経
費
の
増
加
が
著
し

く
財
政
構
造
は
、
硬
直
の
度
合
を
強

め
て
き
て
お
り
、
財
政
の
弾
力
性
は

乏
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
．
国
は

「
景
気
を
刺
激
し
な
い
」
と
い
う
予

算
編
成
方
針
で
す
が
、
地
方
財
政
計

画
や
、
地
方
債
計
画
、
減
税
措
置
な

ど
地
方
団
体
の
予
算
編
成
の
前
提
と

な
る
事
項
で
、
ま
だ
不
明
確
な
点
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
所
得
税
や
、

住
民
税
の
課
税
最
低
額
の
引
き
上
げ

等
の
減
税
措
置
に
よ
り
．
市
税
、
地

方
交
付
税
の
伸
び
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
年
々
膨

張
を
続
け
る
財
政
需
要
に
対
し
、
当

市
の
予
算
編
成
も
困
難
な
状
況
で
、

一
段
の
創
意
と
苦
心
が
要
請
さ
れ
て

お
り
ま
す
．

し
か
し
な
が
ら
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
Σ

地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
市
民
生
活

の
向
上
と
．
福
祉
の
増
進
を
は
か
り

地
域
の
後
進
性
脱
却
を
め
ざ
し
、
市

経
済
の
成
長
発
展
に
努
め
る
た
め
一

般
財
源
の
確
保
と
、
国
県
の
補
助
金

資
金
の
導
入
に
よ
り
、
積
極
的
に
建

設
事
業
を
行
な
う
よ
う
特
段
の
努
力

を
払
う
と
と
も
に
、
消
費
的
経
費
は

極
力
抑
制
し
、
投
資
的
経
費
の
充
実

を
は
か
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
各

課
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
要
求
総
額

は
約
十
五
億
四
千
七
百
万
円
で
あ
り

ま
し
た
が
、
一
般
財
源
と
に
ら
み
合

せ
て
こ
れ
を
十
二
億
九
千
百
万
円
と

し
、
内
容
は
義
務
的
経
費
の
ほ
か
建

設
事
業
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
市
庁

舎
建
設
の
最
終
年
度
分
、
消
雪
施
設

の
整
備
、
市
道
の
改
良
舗
装
、
都
市

計
画
事
業
、
教
育
施
設
の
整
備
拡
充

特
選
k

農
業
構
造
改
善
、
小
規
模
土
地
基
盤

整
備
事
業
推
進
に
よ
る
農
業
所
得
の

拡
大
、
織
物
産
業
及
び
中
小
企
業
の

振
興
、
公
営
住
宅
建
設
用
地
の
取
得

社
会
福
祉
施
設
の
充
実
、
消
防
施
設

の
充
実
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
以
上
が
明
年
度
予
算
編
成
の
内

容
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般
財
源
を
ほ

と
ん
ど
見
込
ん
だ
の
で
、
前
年
の
当

初
予
算
額
に
比
べ
、
そ
の
伸
び
率
は

約
十
六
・
五
％
の
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
よ
り
効
果
的
な
予
算
を
編
成
す

べ
く
努
力
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
を
い
た
黛
き

格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
川
治
小
学
校
の

　
　
改
築
は

（
問
）
川
治
小
学
校
に
、
子
弟
を
や

る
者
と
致
し
ま
し
て
校
舎
が
ま
こ
と

に
古
い
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
十

日
町
小
学
校
は
、
近
代
的
な
建
物
と

設
備
を
そ
な
え
て
い
る
の
に
反
し
、

あ
ま
り
に
も
差
が
は
げ
し
す
ぎ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
．
市
当
局
と
し
ま
し

て
は
、
新
校
舎
を
建
て
る
予
定
な
ど

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
．
　
　
（
川
治
小
学
校
一
父
兄
）

（
答
）
十
日
町
市
に
は
，
小
、
中
学

校
の
本
校
、
分
校
、
冬
季
分
校
を
合

せ
独
立
校
舎
が
四
十
八
校
と
い
う
多

数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
特
に
老
朽
校
舎
と
し
て
の
指
定
を

受
け
た
要
改
築
校
が
十
五
校
あ
り
ま

し
て
、
年
々
改
築
中
で
あ
り
ま
す
．

　
ご
指
摘
の
川
治
小
学
校
に
つ
い
て

も
見
方
に
よ
っ
て
は
、
古
い
建
物
と

も
感
じ
ら
れ
ま
し
ょ
う
が
、
最
も
古

　
　
）
）
）
）

（
市
民
の
声
）

　
　
（
（
（
（

い
校
舎
が
、
昭
和
二
年
の
建
築
で
あ

り
、
そ
の
後
九
年
、
二
十
二
年
、
二

十
五
年
、
二
十
六
年
と
建
築
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
特
に
古
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
な
に
ぶ
ん
市
の

財
政
規
模
に
比
べ
、
前
記
の
と
お
り

多
数
の
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
老

朽
校
舎
と
し
て
の
指
定
が
な
い
と
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
市
債
が
受
け
ら

れ
ず
、
従
っ
て
改
築
は
困
難
で
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
改
築
の
予
定
は
立
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
間
は
、
補

修
等
に
よ
り
整
備
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

校
に
よ
っ
て
は
父
兄
の
方
々
の
ご
協

力
も
あ
り
一
定
で
は
．
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
市
と
し
て
は
各
学
校
共
一
定
基

準
に
よ
り
配
分
し
て
お
り
、
特
に
一

昨
年
よ
り
教
材
備
品
の
整
備
十
力
年

計
画
に
基
き
、
年
々
整
備
充
実
を
図

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
市
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
●

”
宝
船
”

叢
「
地
球
へ
の
郷
愁
」
本
町
西
一
懇
西

会
▽
楽
し
い
で
賞
「
昭
和
元
禄
い
ざ

な
ぎ
景
気
」
本
町
東
一
東
友
会
▽
優

雅
賞
「
和
道
庵
」
十
日
町
青
年
学
級

▽
ア
イ
デ
ア
賞
「
悟
空
と
東
大
」
十

日
町
職
業
訓
練
所
染
色
科
▽
楽
し
い

で
賞
「
月
で
デ
イ
ト
」
十
日
町
職
業

訓
練
所
織
機
調
整
科
▽
大
規
模
賞

「
ガ
リ
バ
ー
の
冒
険
」
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
グ
ル
ー
プ
▽
情
緒
賞
「
か
ぐ
や

姫
」
東
北
電
力
青
年
部
．
　
（
順
位
不

同
）
【
写
真
は
特
選
に
な
っ
た
宝
船
】

ス
ボ
ッ
ト

手

認
と
　
き

8認昌8388冒置883一＝3

会　 と

費　き料

よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
多

数
の
方
が
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◎
検
診
の
時
期
は
　
　
　
　
　
　
　
蹴

　
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
予
定
で
皿
旧

す
が
、
降
積
雪
の
状
況
等
に
よ
り
変
冊

纏
鱗
騨
貌
聾

け
付
け
を
し
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
㎜
…

後
日
受
診
者
に
通
知
し
ま
す
。
　
　
…
…

　
◎
検
診
料
金
は
一
人
四
百
円
で
す
”
”

（
六
百
円
の
う
ち
市
で
二
百
円
負
担

生
活
保
護
該
当
者
は
無
料
）

芸
　
教
　
室

三
月
十
五
日
　
夜
七
時
～

九
時

理
　
教
　
室

三
月
二
十
二
日
（
土
）

午
後
一
時
硬
四
時

栄
養
の
あ
る
食
物
の
研
究

二
百
円

第
二
十
回
雪
ま
つ
り
絡
わ
る

　
十
日
町
市
恒
例
の
雪
ま
つ
り
は
、

去
る
八
日
、
九
日
の
両
日
行
な
わ
れ

二
十
回
に
ふ
さ
わ
し
く
華
々
し
い
数

数
の
行
事
を
展
開
、
盛
大
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
市

3月1日から3日（月曜日）までの3日

間、毎日午前9時から午後4時まで、新

庁舎の一般公開をいたしますので、見学

新庁舎を一般公開

　3月1日～3日
されたい方は、係員がご案内いたします

のでなるべく期間中にお出で下さい。

なお団体でご見学なさる場合は前もつて

市長公室にご連絡ください。

民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

努
力
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
、
外
来
者
の
印
象

も
極
め
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
ご
協

力
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
雪
の
芸
術
展
も
昨
年
よ
り
出

品
点
数
も
多
く
、
厳
選
の
結
果
、
特

選
に
「
宝
船
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
特
選
金
賞
「
宝
船
」
越
後
交
通
▽

金
賞
「
平
和
を
守
る
」
十
日
町
青
年

三
月
一

学
級
▽
金
賞
「
戦
陣
の
両
雄
」
市
役

所
職
員
互
助
会
▽
銀
賞
「
雪
の
花
」

専
門
店
会
▽
銀
賞
「
雪
光
庵
」
百
翠

会
▽
銀
賞
「
俳
譜
の
古
里
」
高
田
町

一
町
内
会
▽
技
術
賞
「
坊
徒
の
鎮
圧

は
か
く
の
如
く
に
」
商
店
連
盟
▽
素

敵
賞
「
月
旅
行
」
十
日
町
電
報
電
話

局
▽
技
術
賞
「
交
通
安
全
観
音
」
高

田
町
二
有
志
会
▽
ユ
ニ
ー
ク
賞
「
移

植
時
代
」
十
日
町
保
健
所
▽
情
緒
賞

日
ま
で
に
提
出
を

選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
書

　
三
月
一
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の

登
録
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

か
た
は
登
録
申
出
書
を
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
と
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
．

L
三
月
一
日
で
満
二
十
歳
に
な
る
者

　
（
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
日
以
前

　
に
生
ま
れ
た
人
）

　
住
民
登
録
に
よ
り
該
当
者
に
往
復

　
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま
し
た
が
、
該

　
当
者
で
ハ
ガ
キ
の
届
か
な
い
方
も

　
登
録
申
出
を
し
て
下
さ
い
．

λ
他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　
録
さ
れ
て
選
挙
権
が
あ
る
者
で
、

　
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
、
引
き
続

　
き
三
ヵ
月
以
上
十
日
町
市
の
区
域

　
内
に
住
所
を
有
す
る
者
．

ふ
い
ま
ま
で
の
名
簿
に
漏
れ
た
人
。

胃
の
集
団
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
日
本
全
国
で
は
、
ガ
ン
の
た
め
彷

き
ざ
か
り
の
人
が
五
分
間
に
一
人
の

割
合
で
死
亡
し
、
し
か
も
そ
の
半
分

は
胃
ガ
ン
で
あ
り
、
特
に
新
潟
県
は

全
国
で
も
一
、
二
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

胃
ガ
ン
死
亡
者
の
多
い
県
で
丁
。

　
胃
ガ
ソ
は
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

完
全
治
療
が
期
待
で
き
ま
す
．
早
期

発
見
の
た
め
四
十
才
を
す
ぎ
た
ら
毎

年
胃
の
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
今
年
も
第
二
つ
く
し

号
に
よ
る
胃
の
集
団
検
診
を
つ
ぎ
の

議
長
へ
の
ご
用
は

午
前
中
新
庁
舎
で

　
新
庁
舎
の
正
副
議
長
室
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
樋
口
市
議
会
議
長
は
出

張
、
そ
の
他
を
除
い
て
平
日
午
前
中

在
庁
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

用
の
あ
る
方
は
四
階
の
議
長
室
へ
お

出
で
く
だ
さ
い
。

保
健
相
談
室
が

で
き
ま
し
た

　
こ
の
た
び
新
庁
舎
一
階
に
保
健
相

談
室
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
毎
日

午
前
中
（
日
曜
、
祝
祭
日
等
を
除

く
）
保
健
婦
に
よ
る
保
健
相
談
を
行

な
い
ま
す
か
ら
．
こ
利
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

市
会
議
員

　
斉
木
一
栄
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
落
ノ
水

　
　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
議
員
斉

　
　
　
　
　
　
　
　
木
一
栄
氏
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ね
て
腎
臓
病
の

た
め
、
県
立
十
日
町
病
院
に
入
院
加

療
中
で
し
た
が
、
去
月
十
五
日
午
前

七
時
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
六
七
十
歳

　
斉
木
氏
は
旧
川
治
村
議
二
期
を
つ

と
め
市
議
と
な
っ
て
か
ら
、
文
教
厚

生
委
員
と
し
て
市
政
に
活
躍
さ
れ
、

特
に
林
業
振
興
に
大
き
な
功
績
が
あ

り
ま
し
た
．

　
　
規
格
外
の
封
筒
は

　
　
差
し
出
せ
ま
せ
ん

　
限
は
、
長
さ
十
四
膨
．
幅
九
秀
で

　
す
．
お
手
も
と
の
封
筒
で
幅
の
せ
ま

　
い
も
の
が
案
外
多
い
と
思
わ
れ
ま

　
す
。
最
小
限
に
満
た
な
い
も
の
は
、

　
郵
便
物
と
し
て
差
し
出
す
こ
と
が
出

　
来
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
下
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

ロロ

．
　
「
封
筒
や
絵
は
が
き
な
ど
」
郵
便

一一ロ　

．
物
と
し
て
差
出
せ
る
寸
法
の
最
小
制

一■■卿

　
　
市
内
四
丁
目
、
大
島
征
之
助
さ
ん

　
は
、
こ
の
ほ
ど
消
防
施
設
拡
充
資
金

　
に
五
千
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
内
神
明
町
、
池
田
広
吉
さ
ん
は

　
こ
の
ほ
ど
市
民
会
舘
建
設
資
金
と
し

　
て
、
五
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
市
内
昭
和
町
四
丁
目
、
阿
部
勝
次

　
さ
ん
は
香
典
返
し
に
、
消
防
施
設
拡

　
充
資
金
と
し
て
一
万
円
を
寄
付
さ
れ

　
ま
し
た
。

置

　
　
　
不
動
産
取
得
税

＝
申
告
を

　
　
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
り
、
家
屋

　
の
新
築
、
増
、
改
築
を
し
た
人
は
．

…
…
地
方
税
法
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し

　
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
不
動
産
取

　
得
税
の
申
告
を
行
な
う
よ
う
義
務
づ

　
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
不
動
産
取
得
税
の
申
告
書
の
用
紙

　
は
、
市
役
所
、
ま
た
は
財
務
事
務
所

　
に
あ
り
ま
す
。

⇒
　
　
不
動
産
取
得
税
の
申
告
書
は
、
市

　
町
村
を
経
由
し
て
財
務
事
務
所
に
提

　
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

鵬
市
役
所
へ
お
持
ち
に
な
る
か
、
郵
送

ロ
皿
す
る
か
し
て
く
だ
さ
い
．
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「
市
民
税
相
談
は

≡

一…

三
月
十
二
日
か
ら
」

　
市
、
県
民
税
や

所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
す
で
に
去

る
十
六
日
か
ら
受

け
付
け
が
始
ま

り
、
三
月
十
五
日

が
申
告
期
限
と
な

っ
て
い
ま
す
。
三

月
に
入
り
ま
す

と
、
窓
口
が
混
雑

し
ま
す
か
ら
、
お

早
め
に
申
告
を
す

ま
せ
ま
し
ょ
う
．

　
市
、
県
民
税
の

申
告
を
す
る
人

◎
昭
和
四
十
三
年

中
に
営
業
や
農
業

　
な
ど
の
事
業
所
得
の
あ
る
人
。

◎
所
得
の
ほ
か
に
農
業
、
商
業
，
家

　
賃
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
．

◎
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
受
け
な
か

　
っ
た
人
な
ど
で
、
所
得
税
の
確
定

　
申
告
を
し
た
人
た
ち
で
す
．

　
な
お
市
民
税
の
相
談
は
十
二
日
か

ら
十
五
日
ま
で
市
役
所
小
会
議
室
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告

　
申
告
所
得
税
は
、
納
税
者
ご
自
身

で
所
得
や
税
額
な
ど
を
計
算
し
て
申

告
期
限
の
二
月
＋
六
日
か
ら
、
三
月

十
五
日
ま
で
に
申
告
し
、
そ
の
税
額

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
事
業
所
得
が
有
る
青
色
申
告

で
な
い
方
（
白
色
申
告
者
）
に
つ
い

て
は
、
相
談
日
を
設
け
、
来
署
依
頼

に
よ
り
申
告
指
導
を
行
な
い
ま
す
か

ら
案
内
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
所

得
が
有
る
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
と
同
様
来
署
依
頼
に
よ
る
納
税
相

談
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
「
確

定
申
告
の
手
引
」
　
「
申
告
書
の
書
き

か
た
」
等
を
参
考
と
し
て
ご
協
力
願

い
ま
す
。
　
（
十
日
町
税
務
所
）

　
事
藁
税
の
申
告

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

た
方
は
個
人
事
業
税
、
個
人
住
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
個
人
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
の
あ
る
方
は
．
三
月
十
五
日

ま
で
に
申
告
さ
れ
な
い
場
合
、
各
種

の
控
除
（
事
業
用
資
産
の
譲
渡
、
損

失
の
控
除
な
ど
）
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
是
非
期
限
内

に
正
し
い
申
告
書
を
財
務
事
務
所
へ

提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

◎
次
の
日
程
で
申
告
相
談
を
行
な
い

ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
日
（
月
）
か
ら
三
月

場
所

十
五
日
（
土
）
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
但
し
土
曜
日
は
午
前
中

十
日
町
財
務
事
務
所

贈
与
税
の
申
告
も

　
昭
和
四
十
三
年
中
に
親
族
そ
の
他

の
個
人
か
ら
家
や
土
地
な
ど
の
不
動

産
や
株
式
、
現
金
と
い
っ
た
動
産
、

そ
の
他
の
財
産
で
四
十
万
円
を
超
え

る
価
格
の
財
産
を
も
ら
っ
た
人
や
同

じ
人
か
ら
三
年
間
に
一
年
に
つ
き
二

十
万
円
を
超
え
る
財
産
を
二
年
以
上

も
ら
っ
た
人
は
、
三
月
十
五
日
ま
で

申
告
と
納
税
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．融

資
付
分
譲

住
宅
募
集
中

　
　
　
土
市
南
力
丘
団
地

　
　
　
　
　
　
　
i
県
福
対
協
ー

　
県
福
対
協
で
は
、
住
宅
金
融
公
庫

の
融
資
付
分
譲
住
宅
の
入
居
予
定
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
．
現
在
分
譲
住

宅
は
六
戸
、
宅
地
二
十
九
区
画
の
購

入
者
の
決
定
を
見
て
お
り
ま
す
が
継

続
し
て
住
宅
は
四
戸
、
宅
地
二
十
五

区
画
の
購
入
予
定
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
組
織
労
彷
者
は
も
ち
ろ
ん
農
家
、

商
店
の
方
で
住
宅
専
用
を
目
的
と
さ

れ
る
方
は
だ
れ
で
も
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
．
土
地
は
三
・
三
平
方

耕
、
坪
あ
た
り
八
千
二
百
円
、
建
物

は
三
・
三
平
方
耕
坪
当
り
九
万
三
千

円
．
そ
の
他
屋
外
工
事
を
含
め
て
譲

渡
価
格
は
約
二
百
二
十
万
円
≧
三
百

万
円
ま
で
、
こ
の
内
融
資
額
は
九
十

九
万
円
、
毎
月
の
返
済
額
は
九
千
二

百
円
程
度
で
す
。
申
し
込
み
先
は
十

日
町
繊
労
事
務
局
（
電
話
二
ー
三
二

五
九
番
）
．

　
固
定
資
産
課
税
台
帳

　
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ
　
　
旧
卿

　
昭
和
四
＋
四
年
度
の
固
定
資
産
の

価
格
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
次

の
日
程
に
よ
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

一
、
縦
覧
期
間
　
三
月
一
日
か
ら
三

　
月
二
十
日
ま
で
、
午
前
九
時
か
ら

　
午
後
四
時
ま
で
（
但
し
土
曜
日
の

　
午
後
及
び
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱

二
、
縦
覧
の
場
所
　
十
日
町
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

　
な
お
価
格
に
つ
い
て
の
不
服
の
申

立
は
昭
和
四
十
三
年
中
に
土
地
の
地

目
変
換
な
ど
の
異
動
の
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

き
．
ま
た
は
家
屋
の
新
増
改
築
な
ど

の
異
動
の
あ
っ
た
と
き
に
か
ぎ
ら
れ
蹴

ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
市
の
電
話
番
号
訂
正

　
一
月
の
号
外
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
「
市
の
電
話
案
内
」
の
な
か
で
、
　
鳩

一
部
誤
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
つ

ぎ
の
と
お
り
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
・

す
．　

十
日
町
消
防
暑
　
七
ー
三
一
二
〇

　
　
番

　
十
日
町
市
立
保
育
所
　
二
ー
二
三

　
　
五
九
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摺

　
十
日
町
市
立
鐙
島
保
育
所
　
有
線

　
　
七
ー
九
九
一
騨
番
　
　
　
　
　
．

　
十
a
町
市
水
源
地
　
二
ー
二
九
五
謝

　
　
九
番

た
ば
こ
は

市
内
で

　
　
　
買
い
ま
し
ょ
う

　
お
も
な
行
事
　
三
月
と
い
え
ば
官

庁
や
学
校
の
年
度
末
、
一
般
の
会
社

で
も
三
月
決
算
を
す
る
と
こ
ろ
が
大

部
分
で
、
い
そ
が
し
さ
は
ふ
だ
ん
の

倍
も
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
く
に
こ
ど
も
さ
ん
の
お
ら
れ
る
一

般
の
家
庭
で
は
、
受
験
・
進
学
・
卒

業
・
就
職
な
ど
、
い
ち
だ
ん
と
気
ぜ

わ
し
い
も
の
で
す
．
気
候
も
変
り
目

に
当
り
、
急
に
暖
か
く
な
っ
た
り
、

寒
さ
が
ぶ
り
返
し
た
り
し
て
、
と
か

く
身
体
に
変
調
を
起
こ
し
や
す
い
季

節
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
食
生
活
　
に
わ
と
り
が
一
年
中
で

い
ち
ば
ん
卵
を
多
く
生
む
の
は
．
三

月
だ
と
い
わ
れ
ま
す
．
し
た
が
っ
て

店
先
に
も
豊
富
に
出
回
り
、
値
段
蓬

安
く
な
り
ま
す
．
卵
は
栄
養
価
の
高

い
食
品
で
、
良
質
の
た
ん
白
質
、
ビ

タ
、
ミ
ソ
A
B
．
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
含

ん
で
い
る
の
で
、
育
ち
ざ
か
り
の
お

子
さ
ん
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し

に
し
た
り
、
油
で
い
た
め
、
し
ょ
う

油
と
砂
糖
で
か
ば
屍
き
ふ
う
に
し
て

も
．
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　
く
だ
も
の
で
は
、
み
か
ん
は
そ
ろ

そ
ろ
姿
を
消
し
ま
す
が
、
か
わ
り
に

夏
み
か
ん
、
ネ
ー
ブ
ル
、
は
っ
さ
く

三

の

く

よ
う
o

　
魚
で
は
、
「
春
告
げ
魚
」
の
異
名
を

も
つ
に
し
ん
が
出
て
き
ま
す
。
戦
前

ほ
ど
は
獲
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
と
く
に
親
し
み
ぶ
か
い
、
し
か

も
栄
養
価
の
高
い
魚
で
す
．
つ
け
焼

し

な
ど
が
出
回
り
ま
す
。

　
家
の
内
・
外
　
へ
や
の
よ
そ
お
い

を
、
あ
れ
こ
れ
工
夫
す
る
の
は
、
春

を
迎
え
る
と
き
の
た
の
し
み
で
す
．

　
新
入
学
の
お
子
さ
ん
が
あ
れ
ば
、

居
間
や
廊
下
の
片
す
み
を
利
用
し
て

「
デ
ス
ク
・
コ
ー
ナ
ー
」
を
作
っ
て
、

あ
げ
て
み
て
は
ど
う
で
じ
ょ
う
か
。

カ
ー
テ
ソ
で
仕
切
っ
て
も
よ
い
し
、

タ
ソ
ス
類
で
囲
っ
て
、
そ
の
裏
側
を

額
や
壁
掛
け
で
飾
っ
て
み
る
の
も
お

も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
．

　
さ
て
、
そ
う
な
る
と
冬
も
の
の
重

い
カ
ー
テ
ソ
の
よ
ご
れ
が
気
に
な
る

も
の
で
す
．
時
期
を
み
て
ク
リ
ー
ニ

ソ
グ
屋
に
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
宅
で
も
洗
え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
場
合
、
お
ふ
ろ
の
お
と

し
湯
を
利
用
し
て
押
し
洗
い
、
ふ
み

洗
い
の
要
領
で
や
れ
ば
き
れ
い
に
な

り
ま
す
．
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法第343条の第1項の規定に基く

の作成及び公表に関する条例」の定めるとこ

「十日町市 一般会計総額（千円）

昭和43年7月1日より同年12月31日までの間 県支出金48，4924％ 消防費53，4394％

本市の財政事情を公表します。 繰越金56，7795％ 商工費57，1345％

年2月1日
士 市 債138，500

衛生費64，E255％
十日町市長 村　山　謙 P

11％
農林水産業費83，2347％

』・戸㎝髄い”｝　　　　榊㎝・脚一『㎜，一鼎一｝「『甲－， ・・享、

そ　の　他

　106，884　9％

蘭”1㌔…

その他153，836
・錨　』

・12％
民　生　費

国庫支出金 169．80114％

144．88412％
土　木　費

　　　　　灘灘羅’＝騨…1翼’㌧＝・㍑ 観

地方交付税 186．93215％

無曇獺

鱒’露撫・、

　　　㌔、1’、』，妻灘灘萎鍵

懸灘…き蕪蕪きき

…灘…藁懸購

274，866

　　　22％
教　育　費

　206，38317％

市有財産の状況

市 　税
412，265

　　　34％

総務　費
　301，290

　　　　24％
種　　　別 積（蹴・〉 金額（千円）

土　　　　　地 15915513．53

建＿　　物 92，274，455

基　金　公社イ 34146

「十日町市地方自治法第343条の第1項の規定に基く

財政事情の作成及び公表に関する条例」の定めるとこ

ろにより昭和43年7月1日より同年12月31日までの間

才出性質別分折表（千円

に幻ける本市の財政事情を公表します。

昭和44年2月1日
吉謙山村十日町市長

撒
韻

一般会計（千円）

執
行
率
七
二
％

収
入
率
七
五
％

三
〇
六
、
三
四
〇
．

市有財産の状況一時借入金の状況（千円）
市民負担状況

税1人当り8，256円
保険料1人当り3，040円

借入累計額 120，000
返　　済　　額 0
残　　　　額 120，000

＝（千円）市税分折表
（干円）

市町村民’税

　　　　　　　　　　187．596

45％

　
　
　
　
税

　
　
　
　
産
砕

鰭
％
鶴
錫

税
12
㎜
　
固

市
4

麗気ガス税＼
　　240706％

糞たばこ消費税

＼4鍔レ

況状の債市

饗・縞
土木債　　　　　　　　24％
51・竪％　目的別
　　　　　428，108災甜21，458

　　　　　100％　　　5％

＼Ψノ

郵政省
　　　87，451

＼　　20％

’

〆借入先別　　　46，躍
　　　　　　　　その他
428，108　　11％

　　100％

69％　　　　ノ

大蔵省

293。770

特別会計内訳（千円）

会　計　名 予　算　額 比率

国民健康保険 224，596 74

診　療　所 31，217 10

へき地診療所 10，150 4
簡易水道 35，240 12

と　畜　場 990
計 302，193 100
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